
ゆとり居住ゾーンゆとり居住ゾーン

・比較的広い敷地で、低層の建物が多く、ゆとりをもって暮らすことの
できる環境です。

・バスなどの公共交通が利用しやすく、車と公共交通の両方を活用して
便利に暮らすことができます。

・周辺の農村環境を守りながら、幹線道路などの交通利便性を活かして

農村保全ゾーン（田園地域）農村保全ゾーン（田園地域）

・都市の貴重な緑化資源として守り続ける地域であるとともに、公害や
災害の防止にも役立て、農業を営む環境として豊かな環境を守ります。

・農業を営む住民が、車を利用して生活できる環境を整えます。
・豊かな農村環境を活かして都市の活力を作り出します。

にぎわい居住ゾーンにぎわい居住ゾーン

・店舗、病院、市役所等の行政施設などの生活利

・周辺の農村環境を守りながら、幹線道路などの交通利便性を活かして
都市の活力を作り出します。

農村居住ゾーン（準田園地域）農村居住ゾーン（準田園地域）

・豊かな農村環境を守りな
がら、その環境に調和し
た生活環境を形成します。

・幹線道路などの交通利便
性を活かして、車と公共・店舗、病院、市役所等の行政施設などの生活利

便施設が集まり、中心市街地のにぎわいが感じ
られます。

・高齢者等が歩いて便利に暮らせます。
・都市の中心的な場所として、多くの人が交流し、
様々な活動を生み出すことにより、都市の活力
を作り出します。

性を活かして、車と公共
交通の両方を活用して暮
らすことができます。

・豊かな農村環境を活かし
て都市の活力を作り出し
ます。

コンパクト居住ゾーンコンパクト居住ゾーン

・今後、バスなどの公共交
通ルートを軸として、中
高層の建物やスーパーな
どの生活利便施設の立地
を進め、生活利便性を向
上させます。

・公共交通と徒歩により、
便利に暮らすことができ
ます。

・既に整備されている施設
や道路などを活かし、都
市の活力を作りだします。-３-



①土地利用

⑤公共施設

滝川市の将来像を示した「将来都市構造」の考え方をもとに、８つの分野を設定し、
以下に分野ごとの基本的な考え方や方向性を示します。

分野別のまちづくり方針

人口減少、少子高齢社会に人口減少、少子高齢社会に
市民が暮らしやすく、市民が暮らしやすく、
持続可能な都市を実現持続可能な都市を実現

●広広域、中空知圏、都市内を結ぶ多様なネットワークを支える交通体系多様なネットワークを支える交通体系
を形成します。
●都都市内の通過交通の排除、４車線化、冬期の交通安全、歩行空間の
バリアフリー化、自然環境との調和を考慮し、移動の円滑性、安全移動の円滑性、安全
性、快適性を備えた交通体系性、快適性を備えた交通体系を形成します。
●公公共交通や自転車・歩行者を重視し、人と環境にやさしい交通体系人と環境にやさしい交通体系
を形成します。

適正な施設配置を行うとともに、適正な施設配置を行うとともに、
新たなニーズに対応できる新たなニーズに対応できる

中空知圏の交通拠点としての役割を強化するとともに中空知圏の交通拠点としての役割を強化するとともに
コンパクトな都市の骨格を形成し、円滑に移動でき、コンパクトな都市の骨格を形成し、円滑に移動でき、
環境にやさしい交通体系環境にやさしい交通体系

●高高密度、低密度、農地保全のゾーン、店舗面積による立地制限を
適切に配置し、コンパクトな土地利用コンパクトな土地利用を行います。
●日常生活の利利便性向上、移動しやすさなどに配慮、ゆとりをもっ
て豊かに暮らせるライフスタイルの実現のゾーンを配置し、少子高少子高

④交通体系

■土地利用の方針図（①）

■交通体系の方針図（④）

⑤公共施設

都市機能拠点と都市機能拠点と
３つのコンパクトタウンの形成、３つのコンパクトタウンの形成、
ネットワーク化ネットワーク化

●民民間の生活利便施設、行政・教育・福祉・コミュニティ施設等の公
共施設等について、ユニバーサルデザインに配慮した整備ユニバーサルデザインに配慮した整備を行います。
●行行政サービス、医療・福祉・文化施設等や教育・コミュニティ施設
等の公共施設の適正配置による都市機能の集約化公共施設の適正配置による都市機能の集約化を行います。
●安安全性確保や利便性の向上、計画的な修繕・改修等を行い、既存施既存施
設の有効活用などによる環境への負担軽減設の有効活用などによる環境への負担軽減を図ります。
●行行政コスト計算書等を導入するなど、コスト意識を重視した公共施設コスト意識を重視した公共施設
の維持管理の維持管理を行います。●都都市機能の集約、まちなか居住の推進等、中心市街地の拠点機能中心市街地の拠点機能

を強化を強化します。
●滝川市、江部乙、東滝川の３つのコンパクトタウンを形成３つのコンパクトタウンを形成します。ま
た、既既存の空き家・空き地を活用し、コンパクトタウンにおける暮暮
らしやすさと魅力を向上らしやすさと魅力を向上します。

新たなニーズに対応できる新たなニーズに対応できる
公共施設の活用公共施設の活用

地球環境にやさしい、地球環境にやさしい、
地域特性を生かしたうるおいの地域特性を生かしたうるおいの

て豊かに暮らせるライフスタイルの実現のゾーンを配置し、少子高少子高
齢社会に対応した土地利用齢社会に対応した土地利用を行います。
●中中心市街地の活性化とともに、主要幹線街路等を活用した日日常的
な商業地、広域的な業務地を適切に配置し、都市の活力を生み出す都市の活力を生み出す
土地利用土地利用を行います。

②コンパクト化

⑥都市環境 ■自然環境・公園緑地の方針図（⑥）

⑦河川・下水道

らしやすさと魅力を向上らしやすさと魅力を向上します。
●主主要幹線街路を活用し、通行性・利便性向上等コンパクトタウン間のコンパクトタウン間の
ネットワーク機能を強化ネットワーク機能を強化します。

地域特性を生かしたうるおいの地域特性を生かしたうるおいの
ある都市ある都市

環境にやさしい都市づくり環境にやさしい都市づくり
を支え、市民生活の安全安心、を支え、市民生活の安全安心、
やすらぎを創出やすらぎを創出

⑥都市環境

●自自然の保全とともに生態系ネットワークを形成し、体験・教育の場
として活用する等、豊かな自然が共存する都市環境豊かな自然が共存する都市環境を形成します。
●既既存の公園・緑地を活用しながらユユニバーサルデザインの考え方を
導入し、安心・安全で潤いある都市環境安心・安全で潤いある都市環境を形成します。
●市市民と協働で地域の個性を活かした都市景観を形成し、地域資源を地域資源を
活かした都市環境活かした都市環境を形成します。
●水水循環の適正化、省資源・省エネルギーの推進、自然エネルギーの
有効活用等、地球・地域にやさしい都市環境地球・地域にやさしい都市環境を形成します。

 

ネットワーク強化

滝川市街地が滝川市街地が
江部乙江部乙市街地市街地のの
都市機能を補完都市機能を補完

江部乙市街地

東滝川市街地

・江部乙駅周辺の商店街、
主要幹線街路（国道１
２号）沿道に生活利便
施設等を集約化

・都市幹線街路沿道に生活
利便施設等を集約化

・都市幹線街路を軸として
コミュニティ拠点を配置

・東滝川駅周辺、主要幹線街
路（国道38号）沿道に生
活利便施設等を集約化

ネットワーク強化

・コミュニティ拠点と各コ
ミュニティ街区内のアク
セス性向上により生活利
便性の向上を図る

・周辺の自然環境、農村
環境に調和した居住環
境を形成

・周辺の農村環境
に調和したゆと
りある居住環境
を保全

・道路の走行性向上
・公共交通の利便性
向上

・情報ネットワーク
の強化

滝川市街地が滝川市街地が

・道路の走行性向上
・公共交通の利便性向上
・情報ネットワークの強化

田園・農村型のコンパクトタウン 

ゆとり居住型のコンパクトタウン 

■居住環境の方針図（③）
■コンパクトタウンの形成
とネットワーク化の
方針図（②）

③居住環境
⑧都市防災

●ままちなか居住、郊外居住、冬期集住、二地域居住など、住まい方が住まい方が
選択できる居住環境を形成選択できる居住環境を形成します。
●既既存住宅の性能向上、環境に配慮した住宅の普及等、付加価値が高
く良質な住宅ストックの形成良質な住宅ストックの形成を図ります。
●安心して暮らせる公営住宅の維持管理安心して暮らせる公営住宅の維持管理を行い、コンパクトな都市づくりコンパクトな都市づくり
に適した団地の再配置等の検討を行いますに適した団地の再配置等の検討を行います。

●治治水事業を確実に進め、災害に強い河川づくり災害に強い河川づくりを行います。
●２大河川を活用し、市民が憩い楽しめる河川づくり市民が憩い楽しめる河川づくりを行います。
●下下水処理の複合化等、快適な生活環境の形成を持続快適な生活環境の形成を持続します。

●電気、水道、ガス等のラライフラインや防災拠点施設の安全性を確保し、災害等への対応を強化災害等への対応を強化します。
●護護岸整備及び堤防の築造や排水施設の整備など、治水対策を促進治水対策を促進します。
●積積雪に配慮した道路や防雪施設、融雪施設の整備、除雪体制の強化など、積雪に強い都市づくり積雪に強い都市づくりを行います。
●地地域の防災対策や自主防災組織の育成、防災訓練を支援し、市民の防災対応力を向上市民の防災対応力を向上します。

人口減少、少子高齢社会に人口減少、少子高齢社会に
市民が暮らしやすく、市民が暮らしやすく、
安心して暮らせる居住環境づくり安心して暮らせる居住環境づくり

やすらぎを創出やすらぎを創出
滝川市街地

・中心市街地の都市機能を強化

活利便施設等を集約化滝川市街地が滝川市街地が
東滝川東滝川市街地市街地のの
都市機能を補完都市機能を補完

都心再生・複合機能型のコンパクトタウン 

災害に強い都市づくりを進める災害に強い都市づくりを進める
とともに、市民自らの地域防災力とともに、市民自らの地域防災力
の強化により市民の安全・安心を確保の強化により市民の安全・安心を確保

-４-
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